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これ ら二物 質の混晶(Rb1-xKx)2ZnCl4をっ くって誘電率 を調 べた ところ,xが 増加す る
とともに,不 整合 一整合相転移が著 しくぼけ るが,正 常一不整合相転移 の鋭 さはほ とん ど変化
しないこ とがわかった。本論文 ではこれ らの結果 と,ACカ ロ リメ トリー法による比熱 の測
定結果 について述べ,あ わせてACカ ロ リメ トリーによる比熱測定法 において正 しい測定 が
行われ るための諸条件 について吟味 した結 果について述べている。
5.不 安定平衡点か らの緩和
別 井 圭 一
非線型非平衡系 を記述す る変数 は,直 接 ノイズ項 を持つLangevin方 程式 に従 うか,ま たは
その確率分布関 数についてのマスター方程式 に従 って表わ され る。 これ らの方程式 を取 り扱 う
ために,種 々の方法が考 え られ ているが,本 論文 では,不 安定平衡点近傍か らの緩和現象 を扱
うのに,特 に有効 と思 われ るvan-Kampen,Kuboら による2展 開法 と,SuzukiのScalingに
代表 され る変数の非線型変換 を用い る方法 を紹介 し,こ れ らの理論 の有効範囲 にっいて吟味 し,
さらに レーザー,電 気回路な どの発振 の過渡的現象 について応用 して,オ ーダーの成立す る時
間,オ ーダーパ ラメタのゆらぎなどの ノイズ依存性 を調べ,実 験 と比較 している。
6.ス ピ ング ラス の非 線形 帯磁 率
安 村 薫
近年Miyako等 の実験 によって,spinglass相 一para相 間の転移温度において,非 線形帯磁
率z2の 負の発散 が認 められ,理 論で も幾っかのモデル を使 った計算,あ るい は現象論的 な議
論 によ り,z2の 発散 性が調べ られ ているが,そ の原因や本質 が どこにあるのかは理解 され て
いない。
本 論文 では,三 角 カ ク タス格 子上 のbondrandomisingmodelにお け る,ROP相 とpara
相 のZ2を 計算 して い る。相 互 作用 は,最 近接 のsite間 のみ で,(1)ferrobo皿dJAと,
antiferrobond/B(=一ノA)と が,夫 々濃 度cA,cB(cA+cB=1)で 混 ざっ てい る混 合 系,
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(2)antiferrobondの 希 釈 系,の2つ の場 合を取扱 っ て い る。
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1.2元 系β相合金の弾性的挙動と相変態に関する研究一 主としてAgCd合 金
牧 田 知 子
2.Au-Cd合 金 β1相 のマルテ ンサイ ト変態に及 ぼす急冷効果の研究
高 木 雅 代
3.β 相 合金 のマルテ ンサイ ト変態 における前駆的異 常の研究
高 木 由紀子
1.2元 系β相合金の弾性的挙動 と相変態に関する研究 一 主 としてAgCd
合金
牧 田 知 子
AgCd合 金単結晶の作製に成功 し,そ の弾性定数の温度変化 を測定して,相 変態 と弾性挙動
との関連 を明らかにした。また,β 相合金のマルテンサイ ト変態,規 則一不規則変態及び準安
定―安定変態 と弾性的性質 との関連について考察 した。
2.Au-Cd合 金 β1相 の マ ル テ ンサ イ ト変 態 に及 ぼす 急 冷効 果 の研 究
高 木 雅 代
種々の組成のAu-Cd合 金 について,相 変態 に伴 う電気抵抗変化 と急冷 効果 との関連 を研究
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